
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１４年 １０月 発行 №６０ 
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会
場
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二
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人
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え
た
お
客
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「
最
高
の
ス
テ
ー
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つ
く
ろ
う
ね
！
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積
み
重
ね
て
き
た
一
人
ひ
と
り
の
力
が
輝
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演
奏
は
全
部
で
十
四
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「
よ
く
ぞ 

こ
こ
ま
で
…
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感
動
と
嬉
し
さ
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涙
が
自
然
に
湧
い
て
き
ま
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二
つ
の
音
楽
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ル
ー
プ
の
み
な
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ん
が
ゲ
ス
ト
出
演 

オ
カ
リ
ナ
と
ウ
ク
レ
レ
演
奏
「
フ
ォ
ー
・
エ
ヌ
」 

女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
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み
な
さ
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ス
テ
キ
な
演
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
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新
し
い
出
会
い
や 

つ
な
が
り
が
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ろ
が
り
ま
し
た 

 

「
レ
ッ
ド
・
タ
イ
」
メ
ン
バ
ー
は
十
二
人 

作
業
所
や
地
域
の
職
場
で
働
く
社
会
人 

毎
日
の
生
活
に 

よ
り
ゆ
た
か
さ
を
求
め
て 

一
ヶ
月
に
二
回 

習
い
始
め
た
ハ
ン
ド
ベ
ル 

指
導
し
て
く
だ
さ
る
向
井
先
生
は 

支
援
ス
タ
ッ
フ
と
共
に 

音
楽
の
楽
し
さ
や 

仲
間
の
大
切
さ
を
導
き
な
が
ら 

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
最
高
に
引
き
出
し 

丁
寧
に
育
て
て
く
だ
さ
い
ま
し
た 

 

文
化
活
動
が
で
き
る
幸
せ 

大
切
に
し
た
い
！ 

「
レ
ッ
ド
・
タ
イ
」
は
み
ん
な
の
誇
り
で
す 
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分科会と併せて行われた「入門講座」において、講師としてくさのみ作業

所から秋保喜美子さんが招かれました。満席となった会場で“これまでの道 

これからの夢”というテーマのもと、自らの体験談を踏まえ現状の福祉施策

の問題点など雄弁に語られました。 

力強く穏やかで明るい「喜美子節」に、会場内は水を打ったように静まり

かえり、全国から集まった皆さんが秋保さんのお話に耳を傾けていました。 

『何にお金を使ってる?』というテーマの分科会に参加しました。200名を越す参加者の

中、まずはグループに分かれお金の使い方や失敗談などについて意見を出し合いました。そ

の意見を集約し、午後からはグループ代表による発表。 

何とピクトハウスのメンバーが代表に選ばれ発表を行い 

ました。大勢の聴衆の前でとても緊張されていましたが 

最後まで責任を持って発表できて、また新たな自信につ 

ながったようです。 

自分の夢の実現に向けて貯蓄をしているという方のお 

話しも聴けて、お金の大切さや、お金の有意義な使い方 

などを改めて考えることができた分科会となりました。 

９月２２日（月）・２３日（火）に神

奈川県で開催された、きょうされん

全国大会。 

当日は、1200人を超える障がい

のある人を含め、家族、職員、関係

者、一般参加者など、総勢3000人

以上の参加者と500人を超えるボ

ランティアが集まり、くさのみ福祉

会からも5名が参加し、めまぐるし

く動く情勢やテーマごとにまとめた

実践事例を学びました。 

障害者権利条約を批准した元年

に、私たちがこれから何をしていか

なければならないかを、確かめあっ

た大会となりました。 

分科会の様子‥ 

会場に集まった北海

道から沖縄まで、全国の

利用者の方による「みら

い宣言☆夢リレー」で

は、マイクをタスキ代わ

りにそれぞれの思い描

く「夢」を発表。 

日本を縦断した、みんな

の願いのダントツ１位

は「結婚したい！」 

きょうされん‥旧称：共同作業所全国連絡会（1977 年発足） 

1800 ヶ所を超える会員事業所で形成（201４年現在） 
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去る9月19日、厚生労働省（国）と障害者

自立支援法違憲訴訟団と第6回定期協議が開催

されました。 

 当日は、全国各地から21名の元原告・補佐

人や弁護団、基本合意の実現をめざす会から１

０８名が出席。国（厚労省）からは、橋本政務

官をはじめ、藤井障害保健部長、障害別担当課

長が出席されていました。 

 今回は、特に介護保険に移行された障がい者

の「６５歳問題」を提起し、「介護保険優先原則」

について、早期解決を求める話し合いがなされ

ました。 

 きょうされんが行った「介護保険に移行され

た障がい者の生活実態アンケート」の集約結果

を見ると、様々な問題が浮上しており、各市町

村によって対応が異なり、地域格差が大きいこ

とが判明しました。 

 障がいがあるが故に、支援を受けざるを得な

いわけです。これまで低所得（非課税世帯）者

は、その支援に対する費用負担は、基本的には

ゼロであったものが、６５歳になった途端に 

 

６５歳になり、介護保険の適用となりました。障が

いが重いほど支援を受けなければ生活ができな

いし、支援を受ければ利用負担（負担上限額にも

段階がある）が高くなります。それと同時に、利用

負担のほかに「介護保険料」や「後期高齢者医療

負担」が発生。これまで通りの生活を維持していく

ために毎月費用の捻出が困難です。６５歳になっ

たら所得が増えるわけでもなく、むしろ障害年金

はだんだん下がっているのに、消費税も上がり

食生活費用が大変な中で、今までと同じ生活をす

るために様々な費用負担を強いられることがとて

も悲しいし、これから生きていくことが不安です。 

どんな障がいがあっても、年齢にかかわらず、一

人ひとりの人権が守られ、ごく普通に安心して暮

らしていける福祉制度を確立していただきたいと

心から願っています。 

［元・原告代表 

秋保 喜美子さんの発言］ 

月１万５千円の負担が発生することになり

ます。所得が増えるわけでもなく、加齢により

支援度も高くなるのに、費用負担のみが過酷に

なるのは制度そのものに問題があるのではない

でしょうか。今後も引き続き大きな課題として

提起され続けることになります。 



 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売ブースでは美味しそうな香りに誘われて、焼きそばやお

でんにカレー、フランクフルトなどが次々と大勢のお客さんの

お腹の中へ‥。作る側も大忙しで、早々と完売したコーナーも

ありました。 

 まつりを締めくくる「仲間のステージ」では、くさのみ作業

所、ピクトハウス、夢工房、原の作業場のメンバー全員で「Y・

M・C・A」など全４曲を見事に歌って踊り切り、興奮のボルテ

ージは最高潮～！！大盛況のうちにフィナーレを迎えました。 
 

 いつも暖かく支えてくださる地域の方々や、ご家族、また多

くの関係機関・団体の皆様のご協力に対し、心から感謝申し上

げます。 

ダンスＤＥノリノリ♪♪ 

大盛況！販売コーナー 

恒例のちびっこ太鼓集団「ちんまい・しんまい」さんによる

キュ～トで元気な開幕太鼓に続いて、金剛寺小6年1組の児童

さんの優しい音色のリコーダーで始まった、第 26 回くさのみ

まつり。心配だった天気も晴れわたり、涼やかな晩夏の中、に

ぎやかに開幕しました。 

「これから、くさのみまつりをはじめます！」メンバーによ

る開幕宣言の後は、ダンスチーム「くさのみザイル」による『ラ

イジング・サン』でパフォーマンス。軽やかな吹奏楽の演奏や、

民踊クラブのお馴染みの曲「ホームラン音頭」などで、お祭り

はどんどん盛り上がっていきました！ 

子どもコーナーでは串戸商

工振興会の「おてだまちゃん」

や、宮内地区コミュニティ推進

協議会による「三角くじ」が、

子どもたちに大人気！！ 

 今回のまつりも笑顔溢れる

ふれあいの場となりました。 

廿日市吹奏楽教室さんによる 

軽快な演奏♪ 

心のこもった 

リコーダーのハーモニー♪ 

プリティパフォーマンス 

「ちんまい・しんまい」 

大
盛
況 

御
礼
！ 
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第２６回 くさのみまつり 協賛金・景品寄贈団体名   

大盛り上がりのステージ発表♪♪ 

東日本大震災復興支援の取り組みとして、今回も被災地作業所

の自主製品「もりのわドーナツ」を販売しました。東北の障がい

のある方々の生活再建を願いながら、担当のメンバーでがんば

りました（見事２００個超完売！収益はもちろん全額寄付させて

いただきました☆）。そんなメンバーの奮闘振りに、まつりの雰

囲気も相まって、みんなの笑顔がつながっていきました。 

このたびの 8・20 広島土砂災害への支援コー

ナー（たる募金・災害支援ガラポンくじ）も設けま

した。集まった支援金（１０１，３４７円）は、きょう

されん広島県支部を通じて被災された作業所支

援に活用させていただきました。ご協力いただ

いた皆様、ありがとうございました。 

賑わいを見せる祭り会場☆ 

ご協力いただきました協賛各社の皆様ありがとうございました。 
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すばらしい演奏をありがとう 

ございました。とても感動しました。 

これからも皆様の演奏をたくさんの方々に 

お聴かせ楽しませて下さいネ。ますますの 

ご活躍を心よりお祈りしております。 

【フォーエヌさまより】 

とても、いいハンドベルの演奏ができたので、 

とてもうれしかった。メンバーもよろこんで、 

１０年間の練習の結果があったからとてもよかったで

す。たくさんの応えんありがとうございました。 

【レッド・タイ メンバーより】 

【お客さまより】 

ピュアな演奏で心が洗われました!!これからも 

ステキな音を奏でて下さい♡   （20 代女性） 

皆さんの今までの練習の姿が目に浮かび、 

じ～んとしました。とてもステキな 

コンサートでした。   (施設職員) 

【レッド・タイ どきどきコンサート 

実行委員会より】 

親子共々、新しい世界に触れ、 

貴重な体験をしました。 

支えて頂いた皆様に心から感謝しています。 

素敵な演奏をありがとうございました。 

温もりのある優しい音色にうっとりしました。 

これからも皆様の演奏が多くの方の心に届きます 

ように。 

【女声コーラス ペパーミントさまより】 

６月のコンサートを終え、多くのお客さまと支えて下 

さった方々に感謝の気持ちでいっぱいです。 

１０年を振りかえり、みんなのベルの音色が強く、優しく、 

どんどん変化していくのを実感できるコンサートでした。 

ハンドベルを通してみんなが集い、音楽でつながる幸せを感じ

ながら、次の目標にむかって進んでいきましょう♪ 

【向井加奈江先生より】 
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ご紹介します！ 

「はつかいち福祉ねっと」って？ 
障がいのある方、ご家族、福祉サービス事業所、医

療機関、学校、行政、社会福祉協議会、民生委員協議

会 etc…多くの団体などで構成するネットワークです。

「障がいのある・なしに関わらず、安心して暮らすこと

のできる廿日市市づくり」に取り組んでいます。 

「福祉就労ワーキング」とは？ 
はつかいち福祉ねっと内には、各種地域課題

解決のための１４の部会などがあります。福祉

就労ワーキングはその中の部会の一つで「市内

の通所系事業所の連携」「新たな販路の創設」

などに取り組んでいます。現在は、市内１７の事

業所が所属しており「“info．表参道（宮島）”で

の常設販売」「“商工はつかいち(会報)”の封入

作業」の他、企業・市役所各課・学校などからの

受注調整などにも取り組んでいます。『耳より情

報が入れば、全体で分担！大きな仕事もみん

なでかかれば対応可能！』をモットーにがんば

っています。 

今年の６月１３日～９月８日の間、くさのみ作業所の製品を市役所ロ

ビーに展示しました。 

これは、くさのみ作業所・ピクトハウス・夢工房が所属している、“は

つかいち福祉ねっと 福祉就労ワーキング”の取り組みです。２ヶ月ご

とにローテーションを組み、福祉就労ワーキングに所属している事業所

の活動紹介や製品展示を行っています。 

このたびのロビー展示をご覧いただいた市民の 

方から「見たよ～！」と声をかけてくださったり、 

実際に注文をいただいたり etc…多くの方にくさ 

のみ作業所を知ってもらう、とても良い機会と 

なりました。 

          廿日市市内の障がい者団体などで構成する

「廿日市市障害者団体連絡会（廿障連）」の取り組みです。廿障連

では毎年、各種団体からの要望を要望書としてまとめ、市に提出

しています。この福祉売店は、「新庁舎が完成したら、ロビーで作

業所製品などを販売したい」という要望が実現したものです。振

り返れば、販売開始から１７年…ロングランの取り組みとなって

います。「福祉売店」では、ピクトハウス、くさのみ作業所だけで

なく、さくら作業所の製品も販売しています。市役所にお越しの 

機会がありましたら、ぜひお立ち寄りください♫ 

（※祝日等の関係で販売週が変更になる場合もあります。） 

こちらも 

がんばって 

いま～す！ 

☆原則毎月第２
※
火曜日に、廿日市市役所 

ロビーにて作業所製品を販売☆ 



 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おすすめ！！ 新商品ご紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上本トミ子 中瀬浩次 向井 久 

専念寺仏教婦人会 佐伯地区民生委員児童委員協議会 

金光教廿日市教会信徒会 くさのみ作業所家族会  

ご寄附ありがとうございました 

 平成２６年６月～９月受付分(順不同・敬称略) 
 

≪団体会員≫ 

串戸一区町内会 宮園上四丁目自治会 

宮内･地御前地区民生委員児童委員協議会 

 

≪個人会員≫ 

氏次多加雄 木建眞由美 北村弘明 佐々木信江 

高田耕作 外山明代 中野幸三 前川 進 松尾敏子 

吉原瑞恵 渡部百合子 

平成２６年２月～３月の間に手続いただいた方々です 

(敬称略・順不同) 

今季も果たしたクライマックスシリーズ

進出‥勿論？我らがカープの話です（笑）。

私ごとではありますが、昨年に続き敵地甲子

園球場へ行って参りました。シーズン終盤ま

でまさかこのような事態になるとは想像も

していませんでしたが、改めて真っ赤に染ま

る甲子園球場に紛れた途端熱いものがこみ

あげていました。もはやそこに至る経緯など

も関係なく、ここにいるみんなで共に選手を

鼓舞するんじゃ！‥ただそれだけでした。‥

結果、惜しくも願いは叶いませんでしたが、

大切なものを、また強く感じられました。「な

んの為に誰と成すか」これは何事にも通ず

る、根幹たる思いです。その場に居なくても

心に染まる色が同じであれば‥     

（Ｔ・Ｉ） 

                               

今回は、くさのみ作業所の愛情

込もった手作り商品をご紹介しま

す♪ 

 

◇ミサンガ◇ 
ひと糸ひと糸丁寧に、気持ちを込め

て編んでいます。彩りもさまざま、願

いもさまざま♪どうぞお気軽に身に着

けてみてください。 

販売価格￥１５０～ 

 

◆革細工製品（各種）◆ 
 革の質感を大切にし、丹精込めて丁寧

に手作業でつくっています！！ 

・カードケース  ￥ ８００～ 

・キーカバー   ￥１０００～ 

・小銭入れ    ￥ ５００～ 

 

 

 
 

通 所 事 業 部：くさのみ作業所・ピクトハウス・夢工房 
生 活 事 業 部：ムックハウス・Ｌ＆Ｂ・ホープ・ハートインハウス 

 さくら木荘・ＳＡＩさん家・串戸・佐方 
地域生活支援部：発達支援教室くれよん阿品・くれよん地御前・くれよん串戸 

 広島西こども発達支援センターくれよん・相談支援事業所くさのみ 
 地域相談支援センターくれよん

 廿日市特別支援学校放課後・いきいき対策事業 

くさのみ福祉会後援会  TEL0829-31-2800  FAX0829-31-2900 

 
〒738-0033 広島県廿日市市串戸５丁目３－２２ TEL 0829-31-2800 FAX 0829-31-2900 

社会福祉法人 くさのみ福祉会 

 

 

くさのみ福祉会後援会 

更新ありがとうございました ◆編 集 後 記◆ 


